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以下の問 1､問 2の両方に解答しなさい｡間 1は解答用紙の第 1ページと第 2ページに

解答し､間 2は解答用紙の第 3ページと第 4ページに解答すること｡

間 1 2つの確率変数 xとYは独立同分布であり､それらの分布が 

p(-) P(- )三,k 123456x k- Y k (-,,,,,)

であるとき､以下の設問に答えよ｡ 

(1)確率変数xの平均値と分散を求めよD 

(2)確率変数 ZとWをZ=2X-Y,W-X+Yや与えるとき､Zの平均値と分散､およびZ

と肝の共分散を求めよ｡ 

(3)確率変数xとYの最大値で定義される確率変数 U-max(x,Y)の平均値を求めよo

問 2 2つの正規母集団 N(H,2, F2C22から､それぞれ n,2 け･ n･PC1)N(L,,) ln個のサンプル xl リXll

x,- n をとったときの平均をx 2とし,分散をV,V‖ リ x2, l･x , 2とする.このとき､以下の設

問に答えよ｡ 

(1)等分散であるかどうかの検定方法について説明せよ｡ 

(2)等分散とみなされたときの､平均値の差の検定方法､推定方法 (点推定および区間

推定)について説明せよ｡

なお,

l - l x,2 .キ-諸 x言 主要 x2･･V-吉葺(l･-i2･V-古 葺 (x2lL )2

である｡


